
2024年3月15日時点

台湾の家きんにおける高病原性鳥インフルエンザの発生状況（2022年9月以降）

発生件数 106件
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出典：台湾当局HP（URL：https://ai.gov.tw/index.php）
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2022年9月以降の発生件数

H5N1 H5N2 H5N1/H5N2（発生農場での同時に検出事例） H5N5

（検体回収日に基づく）

※赤字は更新箇所
※食鳥処理場における採材・検出を含む。
※台湾では、2022年9月以前から高病原性鳥インフルエンザ（H5N2等）の継続発生が確認されている。
※嘉義県の肉用ガチョウでH5N5亜型の感染が確認された。（2023年1月）
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：2023年9月以前に発生があった州（2023年10月以降は発生なし）

：2023年10月以降に継続発生または新規発生のあった州
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